 沖縄の遠山さん 
まとはずれな批判に対して

きちんと反論

「フッ素と子宮がんの研究」
沖縄県の遠山英一さん（理学博士）
は1996年、沖縄におけるフッ素化水道
水と子宮がんとの関連を研究した論文
を発表しました。
その研究論文がアメリカで権威ある
ＮＲＣ（全米研究評議会）の2006年の
報告書『飲料水とフッ素』の中で、遺
伝毒性と発がん性の章で紹介されまし
た。
そのことを紹介する記事が新聞に掲
載されたところ、フッ素推進派の小林
清吾さんが、沖縄の状況もよくわかっ
ていないのに、まとはずれな批判をし
たのです。
遠山さんはその誤りを的確に反論し
ました。その記事を紹介します。
右：遠山論文がアメリカの報告書で紹
介されたことを報じた記事
（琉球新報2008.1.30）

下：フッ素推進派・小林さんの
まとはずれな批判
（琉球新報2008.2.11）

右：小林さんに対して遠山さん
は的確に反論
（琉球新報2008.2.29）
